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市
で
は
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
（
法
人
の

場
合
は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
廃
棄
物
は
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
！
（
生
活
環
境
課
・
滑
川
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
）

広告

医療機器・介護用品・福祉器具販売
結婚相談（日本ブライダル連盟加盟）

しまかわメディカル
滑川市神家町 473

携帯 090‐4688‐7575　FAX 475‐0338
Ｅ‐mail shimakawa_medical@yahoo.co.jp

広告

介
護
用
品
購
入
費
の
助
成
申
請

に
つ
い
て

対
象
者
　
在
宅
介
護
を
受
け
て
い

　
る
常
時
お
む
つ
が
必
要
な
方
で
、

　
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
す
る
方

①
要
介
護
度
３
・
４
・
５
の
方

②
身
体
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま

　
た
は
２
級
の
方

※
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

　
場
合
や
、
病
院
に
入
院
ま
た
は

　
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
た

　
期
間
中
に
購
入
さ
れ
た
場
合
は

　
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
も
の
・
助
成
額

◆
要
介
護
３

　
平
成
26
年
４
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
２
月
28
日
ま
で
に
購
入
し
た

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
の
購

入
費
用
に
対
し
、
年
額
２
万
７
５

０
０
円
を
限
度
と
す
る
購
入
費
の

９
割
の
額
を
助
成

◆
要
介
護
４
・
５
、
身
体
障
が
い

　

１
・
２
級

　
平
成
26
年
３
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
２
月
28
日
ま
で
に
購
入
し
た

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
の
購

入
費
用
の
う
ち
、
次
の
世
帯
に
応

じ
た
額
を
上
限
と
す
る
購
入
費
の

９
割
の
額
を
助
成

◆
市
民
税
課
税
世
帯

　
年
額
４
万
８
０
０
０
円

◆
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
年
額
７
万
２
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

①
購
入
品
と
購
入
年
月
日
の
記
載

　
の
あ
る
領
収
書（
レ
シ
ー
ト
可
）

※
領
収
書
の
た
だ
し
書
き
や
レ
シ

　
ー
ト
の
印
字
で
購
入
商
品
名
が

　
確
認
で
き
る
原
本
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
に
は
対
象
者
の
氏
名
を

　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
金
融
機
関
の
通
帳

※
原
則
、
対
象
者
名
義
の
口
座
と

　
し
ま
す
が
、
対
象
者
名
義
の
口

　
座
が
な
い
場
合
は
申
請
者
名
義

　
も
可
と
し
ま
す
。

③
介
護
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は

　
身
体
障
害
者
手
帳

④
印
鑑
（
認
め
印
）

※
要
介
護
３
の
方
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

　
ジ
ャ
ー
の
確
認
印
が
必
要
で
す

　
の
で
個
別
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
際
に
は
、
申
請
書
を
記

　
載
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。

受
付
期
限
　
３
月
13
日
㈮

※
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
で
す
。

　
提
出
さ
れ
た
領
収
書
に
つ
い
て

　
は
返
却
で
き
な
い
た
め
、
税
務

　
申
告
に
お
け
る
医
療
費
控
除
を

　
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
・
問
合
せ
先

　
福
祉
介
護
課（
内
線
３
９
３・３
９
７
）

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
方

へ
の
お
願
い

　
皆
さ
ん
の
家
か
ら
出
さ
れ
た
ト

イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
排
水

は
、
道
路
の
中
の
下
水
管
を
通
っ

て
処
理
施
設
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
送
ら
れ
た
あ
と
綺
麗
に
さ
れ
、

海
や
川
に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
水
管
に
は
汚
水
を
ス
ム
ー
ズ

に
流
す
た
め
に
い
く
つ
も
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
汚
水
以
外
の
も
の
が
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
流
れ
こ
む
と

故
障
の
原
因
と
な
り
、
マ
ン
ホ
ー

ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、
下

水
道
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
紙
お
む
つ
、
タ
オ
ル
や
下
着

な
ど
の
布
、
食
用
油
な
ど
は
下
水

道
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
使
い
捨
て
掃
除
用
シ
ー
ト
の
中

　
に
は
使
用
後
に
下
水
道
に
流
せ

　
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
説
明

　
書
を
よ
く
確
認
し
た
う
え
で
ご

　
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
上
下
水
道
課
（
内
線
４
４
１
）

早
月
川
の
伐
採
木
を
無
償
提
供

し
ま
す

　
自
家
消
費
で
、
運
搬
可
能
な
方

に
早
月
川
河
川
敷
の
伐
採
木
を
無

償
提
供
し
ま
す
。

と　

き

　
３
月
７
日
㈯
　
午
前
８
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
早
月
川
左
岸
河
川
敷

※
新
月
形
橋
の
下

▼
問
合
せ
先

　
新
川
土
木
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
６
５
‐
22
‐
９
１
２
５

　http://w
w
w.pref.toyam

a.jp/

　cm
s_sec/1533/

給
油
中
の
油
漏
れ
に
注
意
!!

　
灯
油
な
ど
が
川
や
海
に
流
れ
込

む
と
、
魚
な
ど
の
生
き
物
が
死
滅

し
た
り
環
境
に
大
変
な
悪
影
響
を

与
え
ま
す
。

春
季
消
防
総
合
演
習

　
訓
練
の
日
に
は
、
消
防
車
や
救

急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走

行
し
ま
す
の
で
、
火
災
や
事
故
と

間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
一
斉
放
水

と　

き

　
３
月
22
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
～

と
こ
ろ
　
消
防
署
グ
ラ
ウ
ン
ド
裏

◆
業
務
訓
練

と　

き

　
３
月
22
日
㈰
　
午
前
９
時
45
分
～

と
こ
ろ
　
市
役
所
付
近
一
帯

▼
問
合
せ
先

　
滑
川
消
防
署

　
☎
４
７
５
‐
０
１
８
０

私
設
消
防
出
初
式

◆
一
斉
放
水

と　

き

　
３
月
８
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
消
防
署
グ
ラ
ウ
ン
ド
裏

◆
放
水
競
技
大
会

と　

き

　
３
月
８
日
㈰
　
午
前
９
時
45
分
～

と
こ
ろ
　
消
防
署
敷
地
内

防
火
広
場
を
開
催
し
ま
す

　
風
船
や
チ
ラ
シ
配
り
、
火
災
予

防
広
報
、
消
防
車
両
の
展
示
な
ど

を
行
い
ま
す
。

と　

き

　
３
月
21
日
㈷
　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ
　
プ
ラ
ン
ト
３

▼
問
合
せ
先

　
滑
川
消
防
署

　
☎
４
７
５
‐
０
１
８
０

春
の
火
災
予
防
運
動

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
風
の
強
い
日
も
多
く
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
上
に
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
周
囲
に
燃
え
広

が
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
火
災
か
ら
大
切
な
人
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
火
の
用
心
に
つ
い

て
再
確
認
し
、
火
災
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

～
住
宅
防
火　

命
を
守
る

　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る

▼
問
合
せ
先

　
滑
川
消
防
署

　
☎
４
７
５
‐
０
１
８
０

母
子
・
父
子
修
学
資
金
貸
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
」
に
基
づ
く
修
学
資
金
な

ど
の
新
規
貸
付
の
申
し
込
み
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
母

　
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の
父
、

　
父
母
の
い
な
い
家
庭
の
養
育
者

　
で
学
資
の
調
達
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
な
ど
　
貸
付
限
度
額

　
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。な
お
、

　
貸
付
に
は
保
証
人
が
必
要
で
す
。

区　分 限度額（月額）

高等学校・
専修学校（高等課程）

国公立
自宅通学 18,000 円
自宅通学外 23,000 円

私　立
自宅通学 30,000 円
自宅通学外 35,000 円

高等専門学校
国公立

自宅通学 21,000 円
自宅通学外 22,500 円

私　立
自宅通学 32,000 円
自宅通学外 35,000 円

短期大学・
専修学校（専門課程）

国公立
自宅通学 45,000 円
自宅通学外 51,000 円

私　立
自宅通学 53,000 円
自宅通学外 60,000 円

大学
国公立

自宅通学 45,000 円
自宅通学外 51,000 円

私　立
自宅通学 54,000 円
自宅通学外 64,000 円

専修学校（一般課程） 31,000 円

修学資金貸付限度額

償
還
期
限
　
原
則
20
年
以
内

申
込
期
限
（
第
１
回
）

　
３
月
６
日
㈮
ま
で

※
第
２
回
以
降
の
申
し
込
み
は
随

　
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
子
ど
も
課
（
内
線
３
２
４
）

広告

　
家
庭
用
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
給
油

を
す
る
場
合
は
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
給
油
後
は

元
栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
生
活
環
境
課
（
内
線
３
３
１
）

▼
問
合
せ
先

　
滑
川
消
防
署

　
☎
４
７
５
‐
０
１
８
０


